
A.建築物の解体【別表１】

異なる構造からなる建築物の場合、
該当する全ての構造を選択

具体的な措置を記入

特定建設資材に石綿以外の付着物
があり、再資源化できない場合は
「有」を選択し、種類を記入

石綿が「有」の場合は
・使用部材名
・特定建設資材への付着の有無
について記入

②陸屋根の場合：「無」を選択
折板屋根の場合：「有」を選択
のうえ、手作業・機械作業の併
用を選択し、併用の場合の理由
に「折板屋根のため」と記入

①②は原則手作業。
機械併用の場合は具体的な理由
を記入（工期短縮のため等を理由
とすることはできません）

⑤外構等の建築物以外を解体する
場合は「有」

特定建設資材以外の廃棄物も含めた
建設資材廃棄物の総重量を記入

各資材の廃棄物の量を記入

分かる範囲でご記入ください


